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おおいぬのふぐり
‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡　　　目黒修治

　　　　　おおいぬのふぐり　　　　　　〔ごまのはぐさ科〕
　　Veronica　persica　Pm’r．

　ヨーロッパ原産の二年草で，明治初期（1870頃）に帰化植物として日本に入　　　　　　、　13．

り，今は畑や道ばたに普通にみられる．全体イヌノフグリより大きく，茎は基　　　　　’　　燃

部で櫛かれして地上をはって四方に⑳：り・長さ15～3・・m・柔らかな毛がeま　　．・・．、・．

えている．葉は下部のものは対生，上部のものは互生し，卵円形で先のにぶい　　　　　　ー　‘・

きょ歯をもつ．審；茎のわきから花柄をのばし，あい色の条をもったるり色の

かおいらしい花を開く．がくは深く4片にさけ，裂片は狭卵形で先は鈍形であ　　　　　一；　！顛．

る．花冠は深く4片にさけて筒部はごく短かく，径約8mm，上裂片は幅広く
円形，下裂片は小さい．2本の雄しべをもつ．果実はイヌノフグリに似たさ≧　ミ1　・・一

果でやや扁平な倒心臓形，数個の大形の種子をもつ．種子は長さ1．5mm，楕　　　。　　　　’

円形で腹部にへこみがある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ms　　　　孝，　’

　　　　　　　　　　　　　　　一牧野新日本植物図鑑一

雪国の生まれならずとも、春は待ち遠しいものである。雪が融けて、日一日とあたたかくなり、道ばたや空地から緑の

・芽吹きが見えて来ると、とてもうれしくなる。子供みたいにはしゃぎたい気分になる。

　私の生家は北魚沼郡守門村である。春の到来はまず最初ふきのとうで知る。そして雪の上に黄色のマンサクの花を

見、やがてタムシバが咲き、いろいろな花が咲き乱れる春は、桜の花でピークとなる。新潟に移り住んで15年余り。

ふきのとうも、マンサクの頼り無げな花姿もほとんど見ることが無くなってしまった。ギッシリと建ち並ぶ家々の、ブ

ロックで区切られた庭の中から、まず最初に春を知らせるのは、ヂンチョウゲの香であろうか。アスファルトとコンク

リートに囲まれた都会の中では、道路脇の小さな植桝に植えられたツツジの花にさえも心あたたまる気がする。

一昨年だったであろうか、確か娘が幼稚園に入った年だったと思う。春ポカポ

カととても気持の良い日曜日、家の中で2人の子供と遊んでいた。「おい、外があ

ったかそうだから、お父さんと一緒に春をさがしに出かけてみよう」「うん、いこ

う！」と言う訳で、風が少し冷たかったが3人で厚めのジャンパーを着込み、近

くの川どてへ出かけた。私は内心「ふきのとうが1っか2っ見っかれば……」と

思っていたのであるが、残念ながらふきのとうは見っからなかった。冷たい風で

身体が冷え、そろそろ帰ろうかと思いはじめた時、「お父さん、このお花なあ

に？」娘がコバルト色の小さい花をっまんで来た。娘「このお花、なんて言うの？」私「これは、オオイヌノフグリと

言うんだよ。」娘「ふう～ん、かわいいね。」息子「オオイヌって、大きな犬のこと？お父さん。」私「そうだね、オオ

イヌノフグリはオオイヌのフグリじゃなくてオオ・イヌノフグリだからイヌノフグリの大きいやっだな。」息子「フグ

リってなに？」私「ドキッ1さて、こまったぞ。息子だけならいざしらず、娘も一緒では。何と言ってごまかそうか…

…。」と一瞬考えたが、「フグリってのはネ、お父さんとお兄ちゃんが持っているキャンキャンのこと。」と、っいほん

との箏を言ってしまった。「え～？ホントオ？」「あっはは1おもしろいネ～。」2人の子供達は大笑い。それから、オオ

イヌノフグリの名前の由来についてなんだかんだと話して聞かせた。「お母さんにはないしょだぞ。」「うん、えへへへ」
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　テレビ、ファミコン、着せかえ人形等にしか興味を示さなかった子供達が、この日から道ばたの草や木に、少し興味を

持っ様になり、散歩に出かけると必ず「これ、なんという花？」「これはなに？」といろいろ聞く様になった。“オオイヌ

ノフグザとの出合いが子供達に植物に対して目を向けさせ、道ばたの草花を生きているものとして認識してくれた様で

ある。息子小4年、娘小1年一今年も3人でオオイヌノフグリをさがしに出かけた。今、彼等の好きな植物は“オオイ

ヌノフグリ”と“ヘクソカズラ”である。

　子供達と散歩をしながら、道路脇や畑、堤防脇等の雑草を見ていて気がついた事がある。それは帰化植物が非常に多い

こと。歩きながら目にとまった種類の中で、在来種と帰化植物との割合を求めて見ると、

帰化率一羅×1・・－kl×1・・≒4・％

であった。代表的なものは、オオイヌノフグリ・ヒメジョオン・ブタクサ・アレチマツヨイグサ・セイタカアワダチソウ・

オオアレチノギク・シロツメクサ・イヌガラシ・ウマゴヤシ・オオキンケイギク等。市街地及び周辺部で一般的に見かけ

る種である。

　帰化植物の由来は種類によってさまざまだが、帰化植物の種類数は現在でも増え続けている。日本全体の帰化植物は

1930年ごろ（昭和初期）には約150種類であったものが1970年には約800種、現在では1，000種を越えていると思わ

れる。日本列島に自生する高等植物は約6，000種といわれているので、その2割弱にあたる種類の帰化植物が日本の自然

のなかに入りこんでいるわけである。前述した帰化植物を山林中で見ることはほとんどない。しかし市街地の空地や道ば

たなどでは逆にこれらの帰化植物が非常に目立っ。森林のように日本在来の植物が安定した群落をつくっている所には、

帰化植物が入りこめないのに対し、人間の手が常に加わり環境が不安定になっている所では、在来種の勢力が弱まり帰化

植物が多くを占めるようになる。舗装による土壌の乾燥とアルカリ化、水の汚れによる富栄養化などはとくに帰化植物に

有利な条件を作り出している。こうしたことから、ある場所に生えている植物の種類のうち何％を帰化植物が占あている

かを調べることによって、その場所の植生がどの程度自然状態から離れているかを知ることができる。

　私の家の周辺部で見られた帰化植物は、私の住む環境がいかに自然からへだたっているかを教えてくれた。人口の都市

集中が更に進み、市街地が拡大し、高密度化してゆけば植物にとっての住環境が更に悪化し、（人問にとってはなおさらで

ある！）帰化率が100％となる日が来る。そして、帰化植物すら生育できなくなる日が到来するかもしれない。我々人間

は帰化植物ほど環境圧に対する抵抗力が大きくはないはず。

　家の前の空き地に生えている雑草を、隣の神社の森を、海岸の砂丘植物をもう一度見つめ直し、考えてみる必要がある

と、オオイヌノフグリに教えられた気がする。

（引用文献）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（めぐう　しゅうじ　㈱グリーンシグマ）

　カプラテングタケAmanita　gymnopus　Corner　et　Bas
　　1979．7。29．加茂山公園内松林で採集
幼菌は固く表面は茶褐色、成長すると傘ははじめ球形～まんじゅ
う形からほぼ平に開く、茎は非常に固く下部は大きくふくれてい
る。日本では新潟県、鳥取県以外ではあまり発見されていないと
いう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林巳癸彦）


